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１．概要

ＩＤＢ８６３３はＪＩＳ第一／ 第二水準漢字を１５文字×４行で表示できる液晶表示器です。

内部にＪＩＳ第一水準／二水準漢字ＲＯＭ（１５×１５ﾄﾞｯﾄ）を内蔵しており外付部品は不要です。

１０画面分を記憶できます。

２．仕様

１）ＬＣＤ表示部 ＩＤＢ８６３３ 半透過型ポジ表示タイプ （下地は淡い黄緑、文字は濃紺で表示されます）

２）バックライト ＥＬバックライト

３）データ転送方式 ８ビットパラレル セントロニクス準拠

４）文字の大きさ ８．５Ｗ×８．５Ｈｍｍ

５）動作電源 コントロール系 ５Ｖ ±５㌫ ＴＹＰ１００ｍＡ

バックライト電源用 ５Ｖ ±５㌫ ＴＹＰ１５０ｍＡ

６）外形寸法 ＭＡＸ Ｗ１８０mm × Ｈ７５mm × Ｄ３０mm

７）重量 ２５０㌘以内

３．電源コネクター

基板側 ＩＬ-２Ｐ-Ｓ３ＦＰ２ ＪＡ Ｅ

ケーブル側 ＩＬ-２Ｓ-Ｓ３Ｌ-Ｎ 付属品

１ ５Ｖ 左側

２ ＧＮＤ ５Ｖ １ ２ ＧＮＤ

４．入出力コネクター

基板側 ＸＧ４Ｃ－３４３４ オムロン

ケーブル側 ＸＧ４Ｍ－３４３０ 付属品

５.端子説明 （入出力ピンアサイン）

ＳＴＢ １ ２ ＧＮＤ

Ｄ０ ３ ４ ＧＮＤ

Ｄ１ ５ ６ ＧＮＤ

Ｄ２ ７ ８ ＧＮＤ

Ｄ３ ９ １０ ＧＮＤ

Ｄ４ １１ １２ ＧＮＤ

Ｄ５ １３ １４ ＧＮＤ

Ｄ６ １５ １６ ＧＮＤ

Ｄ７ １７ １８ ＧＮＤ

ＧＮＤ １９ ２０ ＧＮＤ

ＢＵＳＹ ２１ ２２ ＧＮＤ

ＧＮＤ ２３ ２４ ＧＮＤ

ＮＣ ２５ ２６ ＧＮＤ

ＮＣ ２７ ２８ ＧＮＤ

ＮＣ ２９ ３０ ＧＮＤ

ＮＣ ３１ ３２ ＧＮＤ

ＲＥＳＥＴ３３ ３４ ＧＮＤ
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６．表示位置のコントロール

Ｘ（１５文字 ）

０１，０１ ０F，０１

Ｙ 表 示 画 面

（４行 ）

０１，０４ ０F，０４

画面は上記の様に座標化してあります。

左上は原点（０１，０１）、右下を終点（０Ｆ，０４）となります。

以後説明上’ ’の内部はアスキーコードを、表示位置（Ｘ，Ｙ）はＨＥＸコードを表わします。

入力される漢字コードはＪＩＳ第一／第二漢字コード表に依るものといたします。

漢字一文字を２バイトのＨＥＸコードで表現して、１行分を連続入力ができます。

パソコン内部で使用されているシフトＪＩＳコードとは異なりますので、御注意ください。

１）キャリッジリターン

コード：’ＣＲ’を送出

機 能 ：現在のカーソルの位置を、その行の先頭に移動させます。

カーソルの右側に位置するその行の全てのキャラクターを消去して、先頭に移動します。

（Ｘ，Ｙ）を（１，Ｙ）に移動

２）ラインフィード

コード：’ＬＦ’を送出

機 能 ：現在のカーソル位置をすぐ下の行の同じ位置に移動させます。

最下位置に居るとき一番上の行の同じ位置に移動します。

（Ｘ，Ｙ）を（Ｘ，Ｙ＋０１）に移動

（Ｘ，０４）を（Ｘ，０１）に移動

３）ホームクリアー

コード：’ＥＳＣ’と’＊ ’を送出

機 能 ：画面に表示されている文字をすべて消去しカーソルを（０１，０１）に戻します。

アスキーコードの’ＥＳＣ’は１ＢＨそして ’* ’は２ＢＨ

４）カーソルホーム

コード：’ＥＳＣ’と’Ｈ ’を送出

機 能 ：表示文字はそのままでカーソルのみを（０１，０１）に戻します。

アスキーコードの’ＥＳＣ’は１ＢＨそして ’Ｈ ’は４８Ｈ

５）カソールアドレス

コード：’ＥＳＣ’と’＝ ’と（Ｘ，Ｙ）を送出

機 能 ：カーソルをＸ，Ｙの位置に移動させます。

アスキーコードの’ＥＳＣ’は１ＢＨそして’＝ ’は４ＤＨ

（Ｘ，Ｙ）はＨＥＸコードで指定します。

ＸとＹの間の’，’は必要ありません。
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７．画面記憶機能

１）メモリーページの指定

コード：’ＥＳＣ’と’Ｐｎ’を送出

機 能 ：本機は内部に１０画面分のメモリーが用意されています。

画面の記憶及び再表示は、そのメモリーを選択する事により切り替える事ができます。

記憶、表示させるページＮＯ．は’Ｐ０’～’Ｐ９’で指定できます。

記憶された１０画面分のデーターは、バッテリーによってバックアップされる為、電源

を切ってもデーターが消去する事はありません。

アスキーコードの’ＥＳＣ’は１ＢＨ ’Ｐ’は５０Ｈ

ページＮＯ．のアスキーコード’ｎ’もＨＥＸコードで指定します。

２）画面メモリー

コード：’ＥＳＣ’と’Ｍ ’を送出

機 能 ：以後、入力される文字コードを’ＥＳＣ’と’Ｅ’が入力されるまで記憶します。

ページ指定を行わないで’ＥＳＣ’と’Ｍ’を実行した場合は、現在選択されているペー

ジに記憶されます。

アスキーコードの’ＥＳＣ’は１ＢＨ ’Ｍ ’は４ＤＨ

３）画面メモリーの終了

コード：’ＥＳＣ’と’Ｅ ’を送出

機 能 ：画面記憶を終了します。

アスキーコードの’ＥＳＣ’は１ＢＨ ’Ｅ ’は４５Ｈ

４）記憶画面の表示

コード：’ＥＳＣ’と’Ｒ ’を送出

機 能 ：記憶された内容を表示します。表示される内容は現在選択されているページの内容に

なります。

アスキーコードの’ＥＳＣ’は１ＢＨ ’Ｒ ’は５２Ｈ

５）リバース文字の表示

コード：’ＥＳＣ’と’Ｃ ’を送出

機 能 ：’ＥＳＣ’と’Ｃ’入力後は表示される文字がリバース（反転文字）になります。

この機能を中止したい時は、再度’ＥＳＣ’と’Ｃ’を入力して下さい。

アスキーコードのＥＳＣは１ＢＨ ’Ｃ ’は４３Ｈ
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８．使用例

’ＥＳＣ’’Ｐ０’ 表示又は記憶するページを、Ｐ０に設定します。

’ＥＳＣ’’＝’’７，２’ カーソルをＸ＝７Ｙ＝２に移動させます。

’ＥＳＣ’’Ｍ ’ 以後、入力される文字コードをページＰ０に記憶します。

３Ｂ６Ｅ 漢字の 試 を表示記憶します

３８３３ 漢字の 験 を表示記憶します。

４３６６ 漢字の 中 を表示記憶します。

’ＥＳＣ’’＝’’７，３’ カーソルをＸ＝７ Ｙ＝３に移動させます。

’ＥＳＣ’’Ｃ’ 以後、入力されたコードはリバース文字として記憶

表示します。

３Ｂ６Ｅ 漢字の 試 をリバース文字として、表示記憶します。

３８３３ 漢字の 験 をリバース文字として、表示記憶します。

４３６６ 漢字の 中 をリバース文字として、表示記憶します。

’ＥＳＣ’’Ｃ’ リバース文字の表示、記憶機能を中止します。

’ＥＳＣ’’Ｅ’ ページＰ０への記憶を終了します。

’ＥＳＣ’’＊’ 画面に表示されている文字を消去します。

’ＥＳＣ’’Ｐ０’ 表示するページをＰ０に指定します。

（現在Ｐ０が選択されているので省略できます。）

’ＥＳＣ’’Ｒ’ ページＰ０の内容を表示します。
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９．記憶画面表示モードの設定方法

○ ○

１

ＳＷ

ディップ

スイッチ

○ ○

ＣＮ１ ＣＮ２

上記図中のＳＷ（デップスイッチ）１番をＯＮにしますと、記憶画面モードとなります。（書込は不可）

画面ページＰ０～Ｐ９を４ビットのデーターとストローブ信号で表示させる事が可能となります。

入力コネクターＣＮ２のＤ０～Ｄ３とＢＵＳＹ信号を利用します。

Ｄ０ Ｄ１ Ｄ２ Ｄ３ ページＮＯ．

０ ０ ０ ０ ０

１ ０ ０ ０ １

０ １ ０ ０ ２

１ １ ０ ０ ３

０ ０ １ ０ ４

１ ０ １ ０ ５

０ １ １ ０ ６

１ １ １ ０ ７

０ ０ ０ １ ８

１ ０ ０ １ ９

１＝ＨＩＧＨ ０＝ＬＯＷ

上表で表示するページを選択して、ストローブ信号を１回入力して下さい。

メモリー内に記憶されている画面が表示されます。

但し、ＢＵＳＹ信号を見ないでストローブ信号を入力する場合は５００ｍＳ以上の

間隔で入力して下さい。尚、このモードのみで御使用になる場合は、弊社で表示文字の

書込みも行っております。御用命下さい。

１０．バックライト用電源について

ＩＤＢ８６３３はＥＬバックライトを点灯させて、暗い環境で明るく見やすい画面にする

ことができます。

ＥＬバックライト電源は付属品として添付されますので、お客様で実装、配線を行って

頂きますように、お願い申し上げます。
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165

176

4-Φ３．５

１３５

１６４

１８０

１７６

表示面

角穴  １６５×６４ 
 

CN1   電源
CN2   セントロニクス I/F

CN1                 CN2             

本体をパネルに取付ける時は、LCD基板にコントロール
基板を止めている４本のビスを外してください。

LCD基板の突起部が、パネル裏面に接触しない構造にし
パネルと共締めにして取付けます。

LCD基板 コントロール基板

表記寸法は突起部を除く


